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本
稿
は
、当
館
所
蔵
『
思
忠
志
集
』（
請
求
番
号
　
一
九
〇
―
〇
一
八
一
）
の
件
名
（
内

容
）
細
目
で
あ
る
。

　『
思
忠
志
集
』
は
、
全
二
十
巻
（
二
十
冊
）
か
ら
成
り
、
旗
本
の
天
野
弥
五
右
衛
門

長
重
（
一
六
二
一
―
一
七
〇
五
）
が
、
正
保
年
間
（
一
六
四
四
―
四
八
）
か
ら
元
禄
二

年
（
一
六
八
九
）
ま
で
、
四
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
折
々
に
記
し
た
教
訓
や
見
聞
そ
し

て
諸
種
の
記
録
（
書
物
の
抜
粋
や
古
歌
、
手
紙
な
ど
）
を
収
録
し
て
い
る
。
当
時
の
世

相
や
武
士
の
心
得
、
将
軍
大
名
旗
本
の
逸
事
等
の
ほ
か
、
養
生
法
に
関
す
る
記
事
も
多

い
。
江
戸
前
期
の
歴
史
と
り
わ
け
幕
府
旗
本
の
思
想
や
生
活
実
態
を
知
る
た
め
の
第
一

級
の
史
料
で
あ
る
。

　
記
事
の
件
数
は
二
千
十
五
に
の
ぼ
り
、
各
記
事
に
は
通
し
番
号
と
件
名
が
付
さ
れ
て

い
る
。

　
当
館
の
目
録
（『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』）
で
は
、「
随
叢
」
中
「
雑
抄
」
に
分

類
さ
れ
、
内
訳
は
「
二
〇
巻
思
忠
管
見
一
巻
」
で
全
二
十
二
冊
と
あ
る
が
、
よ
り
正
確

に
は
、
第
一
冊
目
が
『
思
忠
管
見
』、
第
二
冊
目
が
「
思
忠
志
集
目
録
」、
三
冊
目
以
降

二
十
二
冊
目
ま
で
が
『
思
忠
志
集
』
で
あ
る
。

　
毎
冊
冒
頭
に
「
秘
閣
図
書
之
章
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、同
文
庫
の
目
録
に
記
載
が
な
く
、ま
た
現
存
す
る
『
書
物
方
日
記
』
に
『
思

忠
志
集
』
は
見
当
た
ら
な
い
。『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
に
も
「
楓
」（
紅
葉
山
文

庫
旧
蔵
の
略
号
）
の
記
載
は
な
く
、
後
述
の
よ
う
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
閲
覧
し
た

事
実
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
ど
こ
が
保
管
し
て
い
た
か
（
天
野
家
か
幕
府
か
）
さ
だ

か
で
は
な
い
。

　「
思
忠
志
集
目
録
」
で
は
右
肩
に
朱
で
通
し
番
号
を
付
し
、「
一
良
薬
却
成
毒
事
」（
通

し
番
号
七
百
九
十
五
）
の
よ
う
に
件
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
本
文
に
も
同
様
に
通
し
番

号
と
件
名
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
件
名
の
「
事
」
を
欠
い
て
い
る
）。

　『
思
忠
管
見
』
に
つ
い
て
、
人
見
竹
洞
は
、『
思
忠
志
集
』
の
序
の
中
で
、「
別
に
治

道
政
事
の
一
冊
有
り
。
源
氏
物
語
の
雲
隠
に
擬
し
、
以
て
副
本
と
為
し
、
之
を
命
し
て

思
忠
管
見
と
曰
ふ
」（
原
漢
文
）
述
べ
て
い
る
。「
雲
隠
」
と
は
巻
名
だ
け
が
伝
え
ら

れ
本
文
が
伝
存
し
な
い
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
。『
思
忠
管
見
』
が
そ
の
「
雲
隠
」
に

相
当
す
る
と
い
う
の
は
、
書
か
れ
た
時
期
等
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
思
忠
志
集
』

の
ま
ぎ
れ
も
な
い
一
部
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
人
見
竹
洞
（
一
六
三
七
―
九
六
）
は
幕
臣
で
、名
は
節
。
の
ち
宜
卿
。
竹
洞
は
号
で
、

剃
髪
後
は
友
元
と
称
し
た
。
林
家
と
親
交
が
あ
り
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
信
任
さ
れ

た
人
物
で
あ
る
。

　『
思
忠
管
見
』
の
う
ち
、
も
っ
と
も
重
要
な
内
容
は
、
江
戸
の
防
火
対
策
の
方
法
を

論
じ
た
建
言
で
、
長
重
は
、
江
戸
の
過
密
な
人
口
を
周
辺
地
域
や
地
方
に
分
散
さ
せ
、

道
路
の
幅
や
空
閑
地
（
火
除
け
地
）
を
広
く
せ
よ
と
論
じ
て
い
る
。『
有
徳
院
殿
御
実

紀
附
録
』
に
次
の
記
述
が
あ
る
。
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又
火
災
を
さ
く
る
た
め
空
地
を
設
け
、
茅
屋
を
と
ゞ
め
て
瓦
屋
に
せ
よ
と
ふ
れ
ら

れ
し
な
ど
は
、
赤
坂
に
す
め
る
処
士
伊
賀
蜂
次
郎
と
い
ふ
も
の
建
言
せ
し
事
と
い

へ
り
。
其
頃
天
野
丹
後
守
昌
孚
が
父
弥
五
右
衛
門
長
重
が
あ
ら
は
せ
し
忠
思
集
の

中
に
も
、
春
秋
伝
に
大
屋
徹
之
小
屋
塗
之
と
い
へ
る
を
本
拠
と
し
て
、
と
か
く
火

を
防
ぐ
は
、
空
曠
の
地
を
あ
ま
た
設
け
、
市
人
の
居
宅
を
塗
籠
に
つ
く
る
に
し
く

事
あ
る
ま
じ
と
申
た
り
し
。
か
れ
こ
れ
を
あ
は
せ
て
仰
出
さ
れ
し
と
な
ん
。

　
有
徳
院
殿
（
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
）
は
、
積
極
的
に
江
戸
の
防
火
対
策
を
講
じ
、
そ

の
た
め
に
有
用
な
建
言
を
受
け
入
れ
た
。
天
野
長
重
が
『
忠
思
集
』（『
思
忠
志
集
』
あ

る
い
は
『
思
忠
管
見
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
で
述
べ
た
空
閑
地
の
造
設
と
家
屋
の
難
燃

化
の
提
言
も
、
吉
宗
の
防
火
対
策
の
参
考
に
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
長
重
は
天
野
丹
後
守
昌
孚
の
父
で
は
な
く
祖
父
。
昌
孚
の
父
の
長
頼
が
元

禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
四
十
八
歳
で
没
し
た
た
め
、
昌
孚
が
元
禄
十
四
年
に
祖
父
長

重
の
家
督
を
継
い
で
天
野
家
の
当
主
と
な
っ
た
。昌
孚
は
家
督
継
承
後
、書
院
番
・
使
番
・

目
付
・
日
光
奉
行
を
経
て
、享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
鎗
奉
行
、寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

に
西
丸
旗
奉
行
を
拝
命
。延
享
元
年（
一
七
四
四
）に
職
を
辞
し
、翌
二
年
に
致
仕（
隠
居
）

し
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
七
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。『
忠
思
集
』
は
、
鎗
奉

行
就
任
以
降
に
昌
孚
か
ら
将
軍
吉
宗
に
差
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　『
思
忠
管
見
』
に
は
山
田
原
欽
に
よ
る
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
の
叙
と
跋
が
あ
る
。

山
田
原
欽
（
一
六
六
六
―
九
三
）
は
、
長
門
国
萩
藩
士
で
、
名
は
頼
煕
・
煕
・
舜
愈
。

原
欽
は
字
で
、
復
軒
と
号
し
た
。
漢
詩
に
長
け
、
書
家
・
漢
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
が
、
元
禄
六
年
に
二
十
八
歳
で
、
江
戸
の
藩
邸
で
自
害
を
遂
げ
た
（
原
因
は
藩
主
毛

利
吉
就
と
の
確
執
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　『
思
忠
志
集
』
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
著
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
同
書
の
一
冊
目
（
二
十
二
冊
の
第
三
冊
目
）
に
、
人
見
竹
洞
と
山
田
復
軒
の
漢
文
の

序
（
い
ず
れ
も
元
禄
四
年
の
記
）
と
天
野
長
重
に
よ
る
和
文
の
序
の
三
種
の
序
が
載
っ

て
い
る
。
当
然
こ
と
な
が
ら
、
長
重
の
自
序
が
成
立
の
事
情
を
も
っ
と
も
簡
明
に
語
っ

て
い
る
。

　
　
　
序

此
書
の
思
ひ
立
、
お
ろ
か
な
れ
ハ
、
忠
の
節
目
も

難
計
故
、
心
あ
ら
ん
人
の
語
り
給
ふ
を
聞
て
も
、

お
こ
な
ふ
事
ハ
扨
置
、
跡
よ
り
わ
す
る
、
責
而
覚
え
も

し
て
少
に
て
も
我
を
せ
む
る
意
も
つ
か
は
、

昨
日
よ
り
ハ
道
に
入
少
意
も
あ
ら
ん
す
れ
と
も
、

跡
か
た
も
な
き
に
よ
り
、
刹
那
の
思
ふ
心
さ
し
に
は
、

古
人
の
言
葉
ま
た
ハ
今
と
き
人
の
云
フ
事
、
我
も

胸
に
あ
る
事
、
か
ろ
く
浅
き
の
構
も
な
く
、
二
重

書
を
あ
ら
た
む
る
に
も
不
及
、
我
が
為
に
は
な
ら

む
と
存
る
ま
て
に
て
、
ミ
つ
か
ら
書
顕
し
て
、
お
の
つ

か
ら
師
匠
と
仰
き
、
子
と
も
の
思
ふ
所
を
も
か
へ
り

ミ
す
し
る
し
置
て
見
る
に
、
き
の
ふ
書
た
る
を

今
日
は
悪
し
と
思
ふ
に
つ
け
て
も
、
師
と
な
れ
ハ

心
よ
り
心
に
も
伝
へ
、
な
ら
ぬ
ま
て
も
、
お
の
れ
と

身
を
せ
い
し
て
、
我
と
我
に
仕
置
を
立
ん
と
す
、

是
を
忠
節
と
お
も
へ
は
、
隙
々
筆
に
ま
か
せ

書
載
侍
る
へ
き
而
已

　
意
訳
し
て
み
よ
う
。
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―
こ
の
書
を
著
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、
私
が
愚
か
で
物
覚
え
が
悪
い
か
ら
で
あ
る
。
私

は
、
忠
の
道
を
学
ぼ
う
と
し
て
心
得
の
あ
る
人
の
話
を
拝
聴
し
て
も
、
実
践
は
お
ろ
か
、

す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
。
せ
め
て
話
の
内
容
を
記
憶
し
て
、
わ
が
身
を
鞭
打
つ
気
持
ち
に

で
も
な
れ
ば
、
日
々
す
こ
し
ず
つ
進
歩
す
る
は
ず
だ
が
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
の

だ
か
ら
進
歩
の
し
よ
う
も
な
い
。
そ
こ
で
、
古
人
の
言
葉
や
今
の
人
の
話
、
あ
る
い
は

折
々
に
思
い
つ
い
た
こ
と
を
、
そ
れ
が
た
め
に
な
る
と
思
え
ば
、
内
容
の
軽
重
に
か
か

わ
ら
ず
（
ど
ん
な
に
些
細
な
内
容
で
も
）、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
書
い
て
し
ま
う
の

も
気
に
せ
ず
書
き
と
め
、
わ
が
師
匠
と
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
【
下
略
】
―
。

　
忠
の
道
（
長
重
に
と
っ
て
は
、
健
康
の
維
持
と
家
計
の
安
定
、
そ
し
て
家
族
や
家
来

と
の
関
係
を
円
満
に
保
つ
こ
と
も
、忠
の
道
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
）
を
磨
く
た
め
に
、

知
恵
と
教
訓
の
源
泉
（
＝
師
匠
）
と
す
べ
く
『
思
忠
志
集
』
を
著
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
跋
に
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
思
忠
志
集
』は
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）

孟
春
（
正
月
）
十
一
日
に
記
さ
れ
た
「
二
千
十
五
　
述
父
母
之
忠
勇
」
を
以
て
終
わ
る

が
、
そ
の
後
に
、
山
田
原
欽
の
「
思
忠
志
集
跋
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
奇
妙
な
の
は

「
貞
享
丁
卯
之
歳
冬
十
有
一
月
上
浣
復
軒
山
田
原
欽
撰
拝
書
」
と
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り

跋
は
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）十
一
月
上
旬
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
思
忠
志
集
』

に
収
録
さ
れ
る
記
事
が
、
予
定
で
は
貞
享
四
年
頃
ま
で
だ
っ
た
の
が
、
元
禄
三
年
ま
で

伸
ば
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
天
野
弥
五
右
衛
門
長
重
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
長
重
の
幕
臣
と
し
て
の
経
歴
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　
祖
父
の
天
野
繁
昌
は
、
幼
く
し
て
徳
川
家
康
の
嫡
子
信
康
に
仕
え
た
の
ち
、
家
康
に

仕
え
て
二
百
石
の
知
行
を
得
、慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）十
月
に
五
十
八
歳
で
没
し
た
。

　
父
の
天
野
長
信
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
十
六
歳
で
家
康
に
仕
え
た
の

ち
、
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
に
従
軍
し
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
納
戸
番
頭
を
拝

命
。
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
九
月
に
東
福
門
院
附
と
な
り
、
従
五
位
下
豊
前
守
に
叙

任
。
同
二
十
年
八
月
、
禁
裏
附
と
な
り
、
二
千
五
百
三
十
石
を
知
行
し
た
。
正
保
二
年

（
一
六
四
五
）
正
月
、
京
都
で
没
し
た
。
享
年
五
十
九
。

　
天
野
弥
五
右
衛
門
長
重
は
、
天
野
長
信
と
大
河
内
久
綱
の
女
子
（
長
信
妻
）
と
の
間

に
、
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
誕
生
の
年
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
八
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
元
和
七

年
（
一
六
二
一
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
長
重
の
母
は
、三
代
将
軍
家
光
と
四
代
将
軍
家
綱
に
仕
え
、老
中
と
し
て
幕
政
を
担
っ

た
松
平
信
綱
の
姉
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
長
重
は
、
信
綱
と
叔
父
甥
の
関
係
に
あ
っ
た
。

　
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
閏
七
月
に
二
条
城
に
お
い
て
初
め
て
将
軍
家
光
に
拝
謁

（
十
四
歳
）。
同
十
五
年
十
月
、
書
院
番
士
と
な
り
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
閏
五
月
、

二
十
五
歳
で
父
の
遺
跡
を
継
い
で
い
る
。『
思
忠
志
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
っ
と

も
古
い
記
事
は
こ
の
頃
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
ま
で
の
間
に
、
豊
後
国
で
目
付
代
を
務
め
た
の

を
は
じ
め
、
日
光
山
の
石
垣
修
補
、
常
憲
院
殿
（
綱
吉
）
の
御
殿
造
営
、
日
光
山
御
宮

修
造
等
に
関
わ
っ
た
長
重
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
九
月
に
使
番
に
転
じ
、
同
年

十
二
月
に
布
衣
の
着
用
を
許
さ
れ
た
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
五
月
に
先
手
鉄
炮
頭

を
拝
命
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
四
月
に
五
百
石
を
加
増
さ
れ
、
知
行
は
三
千
三
十

石
余
と
な
っ
た
。

　
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
に
鎗
奉
行
に
転
じ
、
同
七
年
（
一
六
九
四
）
八
月
に

さ
ら
に
旗
奉
行
に
転
じ
、
同
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
八
月
、
老
衰
を
理
由
に
旗
奉
行
を

辞
し
て
寄
合
に
列
し
た
。
こ
の
と
き
幕
府
か
ら
「
時
服
五
領
、
黄
金
五
枚
」
を
拝
領
し

て
い
る
。
同
年
十
二
月
、
八
十
一
歳
で
致
仕
（
隠
居
）。
養
老
料
と
し
て
廩
米
（
蔵
米
）
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三
百
俵
を
下
さ
れ
た
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
十
二
月
没
。
享
年
八
十
五
。
浅
草
の

長
敬
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
長
重
に
は
五
歳
下
の
同
腹
の
弟
、信
俊
（
通
称
は
十
郎
兵
衛
）
が
あ
っ
た
。
信
俊
は
、

旗
本
の
長
坂
一
正
の
養
子
に
な
り
書
院
番
士
に
な
っ
た
の
ち
、
一
正
の
遺
跡
を
継
ぎ
、

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
七
十
歳
で
没
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
長
重
の
妻
子
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
長
重
の
妻
は
、
目
付
や
小
性
組
番
頭
を
務
め
た
旗
本
、
仙
石
大
和
守
久
隆
の
女
子
。

『
元
禄
十
三
十
四
之
年
　
世
間
咄
』（
長
谷
川
強
校
注
『
元
禄
世
間
咄
風
聞
集
』
所
収
）

に
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
共
に
齢
八
十
に
達
し
た
天
野
長
重
夫
婦
が
、
知
人

縁
者
に
祝
い
の
品
を
配
っ
た
と
い
う
風
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
夫
婦
が
老
後
も
仲
睦
ま

じ
か
っ
た
様
子
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
六
十
二
歳
の
長
重
が
息
子
た
ち
に
あ

て
た
手
紙
か
ら
も
う
か
が
え
る
（『
思
忠
志
集
』「
千
百
三
十
一
　
我
子
共
え
孝
之
好
」。

詳
細
は
平
成
二
十
五
年
三
月
の
〈
今
月
の
ア
ー
カ
イ
ブ
〉
で
紹
介
）。

　
も
っ
と
も
『
元
禄
十
三
十
四
之
年
　
世
間
咄
』
に
は
、「
天
野
弥
五
右
衛
門
殿
当
年

八
十
一
に
成
り
被
申
候
。
妾
腹
に
御
息
出
生
也
」
と
も
あ
る
。
長
重
は
八
十
を
こ
え
て

も
元
気
で
、
妾
腹
の
子
を
も
う
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
老
健
が
評
判
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
長
重
の
子
女
に
つ
い
て
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
杏
花
園
（
大
田
南
畝
）
が

大
久
保
忠
寄
（
旗
本
で
大
番
）
の
蔵
本
を
書
写
さ
せ
た
『
天
野
氏
先
祖
書
』（
請
求
番

号
　
一
五
七
―
〇
一
六
〇
）
で
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
を
補
い
な
が
ら
紹
介
し

た
い
。

　
長
男
（
惣
領
）
は
、
天
野
小
左
衛
門
。
多
病
の
た
め
出
家
。
知
行
地
の
山
城
国
祝
薗

村
（
現
・
京
都
府
精
華
町
）
の
常
念
寺
に
在
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
に
病

死
し
、
同
寺
に
葬
ら
れ
た
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
「
隆
覚
　
律
師
　
権
大
僧
都
」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
二
男
は
、
依
田
友
右
衛
門
政
武
。
旗
本
依
田
政
勝
の
養
子
と
な
り
、
寛
文
七
年
十
二

月
に
隠
居
し
た
政
勝
の
跡
を
継
い
で
依
田
家
の
当
主
に
。
大
番
組
頭
を
経
て
船
手
に
転

じ
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
月
没
。
享
年
六
十
二
。

　
三
男
は
、
天
野
甚
右
衛
門
（
は
じ
め
長
三
郎
）
長
頼
。
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

十
一
月
に
小
性
組
番
士
と
な
り
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
七
月
、
父
に
先
立
っ
て
病

死
。
享
年
四
十
八
。
曾
祖
父
・
祖
父
と
同
じ
く
高
野
山
の
金
剛
院
に
葬
ら
れ
た
。

　
四
男
は
、
天
野
小
三
郎
長
豊
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
名
と
通
称
を
記
す
だ
け
だ

が
、『
天
野
氏
先
祖
書
』
に
は
、「
多
病
ニ
付
上
野
国
知
行
所
出
塚
村
ニ
蟄
居
仕
罷
在
候

処
　
天
和
二
壬
戌
年
十
月
四
日
病
死
仕
候
　
武
州
茅
場
村
清
心
寺
葬
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
知
行
地
の
上
野
国
出
塚
村
（
現
・
群
馬
県
太
田
市
）
に
籠
も
っ
た
ま
ま
、
天
和
二

年
（
一
六
八
二
）
に
病
死
し
、
武
蔵
国
茅
場
（
萱
場
）
村
（
現
・
埼
玉
県
深
谷
市
）
の

清
心
寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
五
男
は
、
大
原
門
兵
衛
長
行
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
五
月
に
小
性
組
番
士
と

な
り
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
曾
祖
母
（
大
原
左
近
右
衛
門
の
女
子
で
、
天
野
繁

昌
の
妻
）
の
実
家
大
原
家
の
名
跡
を
再
興
す
べ
く
、
大
原
と
改
姓
。
同
十
四
年
十
二
月

に
父
の
長
重
か
ら
三
百
石
を
分
知
さ
れ
る
（
こ
の
た
め
、
長
重
の
家
督
を
継
い
だ
天

野
昌
孚
の
知
行
は
二
千
七
百
三
十
石
余
と
な
っ
た
）。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
三
月
、

七
十
一
歳
で
没
し
、
浅
草
の
長
敬
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
現
在
で
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
天
野
弥
五
右
衛
門
長
重
は
、
存
生

中
は
も
と
よ
り
死
後
も
長
く
元
禄
期
の
名
物
旗
本
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。

八
十
五
歳
と
い
う
当
時
と
し
て
は
稀
な
る
長
寿
を
享
受
し
、
し
か
も
八
十
一
歳
ま
で
現

職
の
旗
奉
行
だ
っ
た
長
重
の
老
健
と
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
が
評
判
と
な
り
、
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
り
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

　
徳
川
創
業
期
か
ら
三
代
将
軍
家
光
ま
で
の
幕
臣
の
伝
記
資
料
集
『
干
城
録
』
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二
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（
一
八
三
五
年
成
立
）
や
『
続
編
武
林
隠
見
録
』（
一
七
五
〇
年
序
）
に
は
、
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
幾
つ
か
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
話
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
氏
家

『
元
禄
養
老
夜
話
』（
の
ち
『
江
戸
旗
本
老
人
夜
話
』
と
改
題
し
て
講
談
社
文
庫
に
）
で

詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。

　
な
お
長
重
の
逸
事
は
、
明
治
以
降
も
、
村
上
浪
六
『
日
本
武
士
』（
一
九
〇
一
年
刊
）、

福
本
日
南
『
元
禄
快
挙
録
』（
一
九
〇
九
年
初
版
　
一
九
三
九
年
～
四
〇
年
に
岩
波
文

庫
版
）、
西
川
光
二
郎
『
逸
話
を
中
心
と
し
た
る
修
養
道
話
』（
一
九
四
〇
年
刊
）
等
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　『
思
忠
志
集
』
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
天
野
長
重
の
自
序
の
ほ
か
、
人
見
竹
洞
と
山

田
復
軒
の
元
禄
四
年
の
序
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
人
見
竹
洞
序
】

思
忠
志
集
序

天
野
長
重
家
人
守
屋
氏
来
語
余
曰
　
長

重
自
少
常
以
忠
為
本
以
立
其
志
　
及
初

仕
忘
身
尽
心
　
而
自
思
多
病
則
難
勤
官

事
　
是
故
其
飲
食
則
不
多
食
不
違
時
不

放
飯
流
歠
　
能
節
之
　
其
衣
服
則
不
過
分

不
好
綺
羅
麗
飾
　
其
誡
色
欲
至
不
視
画

女
　
其
慎
修
養
毎
日
灸
兪
穴
一
壮
　
而

不
倦
惰
　
自
書
諸
紳
戒
之
　
其
有
平
日
所

記
之
書
　
為
其
書
也
　
孝
于
父
母
　
友
于
兄

弟
　
睦
于
親
戚
　
養
妻
子
治
臣
僕
　
同
僚
朋

友
交
接
之
道
　
家
居
器
物
制
度
之
品
　
及

子
孫
可
教
　
臣
僕
可
道
　
親
戚
可
諫
責
　
部

属
可
指
揮
者
悉
記
之
　
以
為
奉
上
省
己

之
助
　
或
有
新
任
官
改
職
人
　
則
其
親

昵
者
　
為
救
其
過
而
書
先
蹤
之
善
者
示

之
　
其
不
昵
者
　
亦
有
就
問
則
欲
無
其
失

而
記
年
来
勤
事
之
宜
以
授
之
　
或
励
武

芸
　
聞
秘
奥
有
所
新
得
則
発
明
之
　
或
触

物
随
時
有
所
慮
　
則
無
昼
夜
無
道
路
　
大

事
小
事
速
剳
記
之
　
而
就
先
覚
正
之
　
與

子
臣
論
之
　
凡
義
理
所
係
皆
録
之
　
或
儒

門
之
教
　
神
仏
之
道
　
兵
家
之
格
言
　
詩
歌

之
秀
詞
　
至
医
卜
天
文
暦
数
算
術
之
法

有
所
見
聞
則
筆
之
　
積
年
累
月
而
為
編

者
二
千
十
五
条
　
纂
之
為
二
十
冊
　
名
曰

思
忠
志
集
　
別
有
治
道
政
事
之
壱
冊
　
擬

源
氏
物
語
之
雲
隠
　
以
為
副
本
命
之
曰

思
忠
管
見
　
以
書
二
部
各
蔵
両
櫝
　
一
則

欲
伝
嫡
家
　
一
則
欲
授
庶
子
　
毎
語
子
孫

臣
僕
曰
　
忠
則
豈
啻
我
一
世
之
所
勤
乎

及
後
裔
不
可
少
忘
之
　
不
可
不
励
之
　
故

不
耻
文
辞
之
拙
不
削
重
複
之
繁
　
若
子

孫
有
賢
哲
者
　
択
其
善
者
行
之
　
其
不
善

者
訂
正
之
可
也
　
能
従
我
所
志
益
励
忠

誠
則
大
幸
矣
　
縦
然
愚
者
亦
読
之
而
本

我
忠
義
之
志
　
則
随
其
気
質
之
分
可
勤
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之
　
唯
為
奉
君
則
不
顧
我
之
才
短
　
不
耻

我
之
不
肖
　
欲
使
子
孫
不
忘
忠
義
而
已

長
重
年
四
十
余
薦
挙
行
人
之
職
　
俗
曰
／
使
番

袛
京
師
遠
国
之
役
十
余
年
　
而
無
過
抜

先
隊
炮
手
騎
卒
大
組
之
長
　
俗
曰
先
手
／
大
組
麾
下

三
十
四
組
／
唯
有
三
組
　
警
衛
営
門
又
十
余
年
　
而
無

怠
　
於
是
承
命
為
鑓
手
十
騎
千
卒
之

将
　
俗
曰
鑓
／
奉
行
　
執
政
各
有
美
称
曰
　
曽
有
戦

場
之
功
者
今
麾
下
而
長
重
一
人
耳
　
可

謂
当
世
武
臣
之
顕
栄
也
　
乃
長
重
自
年

少
至
七
十
　
尊
天
道
守
忠
義
而
有
冥
助

者
乎
　
長
重
往
請
作
斯
集
之
序
　
小
子
嘗

遠
遊
陪
侍
長
重
之
家
　
方
今
再
客
於
江

城
　
以
長
重
仁
愛
太
渥
能
恤
貧
窮
故
事

之
　
浴
其
恩
恵
有
年
　
常
在
側
視
其
動
作

熟
知
其
志
　
故
述
所
以
其
作
書
云
　
余
聞

之
有
感
　
且
與
天
野
老
人
為
通
家
之
旧

好
　
其
平
生
之
忠
誠
固
知
之
也
　
因
叙
守

屋
氏
言
　
以
書
其
巻
端
　
時

元
禄
辛
未
陽
月
　
竹
洞
野
宜
卿
識

　
　
　
　
　
　
野
節
　
　
宜

　
　
　
　
　
　
之
印
　
　
卿

【
山
田
復
軒
序
】

思
忠
志
集
叙

家
人
有
厳
君
者
父
母
之
謂
也
　
此
言
固
称

哉
　
事
君
者
能
以
其
所
以
愛
父
者
愛
君
則

忠
矣
　
事
父
者
能
以
其
所
以
愛
身
者
愛
父

則
孝
矣
　
忠
孝
慈
無
佗
　
反
於
身
而
求
之
而

已
　
東
武
天
野
長
重
君
歳
過
古
稀
而
志
気

不
衰
　
自
幼
歳
屹
然
有
志
于
忠
　
以
為
事
君

者
起
居
眠
食
一
言
一
歩
拳
々
于
忠
　
斯
心

可
以
称
職
分
焉
　
於
是
衡
于
慮
有
與
于
忠

道
者
　
乃
取
就
鉛
槧
　
或
命
傍
侍
伻
筆
之
　
以

備
遺
忘
　
今
也
帙
成
二
十
冊
　
冊
約
百
葉
余

二
十
冊
之
外
更
有
一
冊
　
蓋
取
之
于
獲
麟

云
　
君
之
言
曰
　
吾
学
非
揚
雄
　
其
得
無
玄
白

之
嘲
　
弁
眯
儒
者
墨
曷
得
無
菽
麦
之
差
　
夫
前

度
所
書
　
後
覧
猶
或
自
非
　
況
乎
遼
遠
之
子

孫
　
不
攻
我
郎
陋
乎
　
然
攻
我
而
思
之
者
亦
忠

也
　
其
巻
而
斥
之
何
若
　
存
之
于
家
　
以
助
子

孫
之
忠
乎
　
只
冀
後
之
子
孫
従
事
仁
智
　
以

成
真
忠
而
孝
慈
　
因
之
以
有
盛
也
　
是
我
願

也
　
投
牋
于
余
命
之
序
　
余
曰
　
至
哉
君
之
篤

志
也
　
其
誰
不
思
　
思
忠
者
思
之
大
也
　
其
誰

無
志
　
志
忠
者
志
之
正
也
　
已
大
已
正
　
夫
何

憂
鄙
吝
之
萌
也
　
夫
忠
之
為
道
実
無
窮
　
呂

牙
之
扶
武
王
忠
也
　
夷
斉
之
扣
馬
諫
亦
忠

也
　
忠
豈
一
端
而
尽
哉
　
亦
在
反
于
身
而
求

之
而
已
　
君
之
子
孫
其
幸
念
之



『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
上
）

一
二
四

元
禄
辛
未
季
秋
上
浣

　
　
　
復
軒
山
田
原
欽
執
筆
于

　
　
　
長
陽
書
斎

　
　
　
　
舜
兪
　
　
山
田

　
　
　
　
之
印
　
　
原
欽

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
下
、
紙
幅
が
許
す
限
り
、『
思
忠
志
集
』
の
件
名
細
目
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

漢
数
字
は
件
名
の
通
し
番
号
で
、
そ
の
下
が
件
名
で
あ
る
（
と
も
に
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
）。

件
名
は
「
思
忠
志
集
目
録
」
の
も
の
で
は
な
く
、
本
文
に
朱
書
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の

を
採
用
し
た
（
両
者
の
内
容
は
同
じ
だ
が
、「
目
録
」
の
件
名
は
、
総
じ
て
本
文
中
の

件
名
の
下
に
「
事
」
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
）。

　
件
名
だ
け
で
は
内
容
が
不
明
確
な
場
合
、
あ
る
い
は
特
に
興
味
深
い
内
容
を
含
む
場

合
は
、
眼
目
と
な
る
箇
所
を
抄
出
し
た
が
、
本
文
が
長
文
で
主
題
が
多
岐
に
わ
た
る
場

合
、
あ
る
い
は
同
様
の
内
容
を
繰
り
返
し
記
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
件
名
の
み
を
記

し
た
。
西
暦
年
や
＊
を
付
し
た
注
は
、
氏
家
が
補
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
判
読
困

難
な
箇
所
は
■
で
示
し
、
括
弧
内
に
記
し
た
ふ
り
が
な
の
う
ち
、
カ
タ
仮
名
の
も
の
は

原
文
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
　
自
丈
山
翁
之
外
題
　
　
寛
文
丙
午
（
一
六
六
六
）
冬

　
　
愚
得
抄

智
者
も
千
慮
に
一
失
有
り

愚
者
も
千
慮
に
一
得
有
り

＊
丈
山
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
漢
詩
人
石
川
丈
山
（
一
五
八
三
―

一
六
七
二
）

　
二
　
廉
貪
　
　
正
保
（
一
六
四
四
―
四
八
）
の
初
つ
か
た

　
　
　
廉
は
損
に
似
た
る
得
な
り
　
貪
（
む
さ
ぼ
）
る
は
得
に
似
た
る
損
な
り

　
三
　
臣
兼
子
之
心
得

　
　
　
君
き
み
た
ら
ず
と
い
へ
ど
も
臣
以
（
も
っ
て
）
臣
た
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず

　
　
　
　
＊
『
古
文
孝
経
』
孔
安
国
序
の
中
の
文
章
。『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
に
も

　
四
　
文
宣
王
忠
孝
之
言

君
の
た
め
に
は
忠
あ
つ
て
父
の
た
め
に
は
孝
あ
れ
と
文
宣
王
（
孔
子
）
の
の
た

ま
い
け
る
に
た
が
わ
ず
（
違
わ
ず
）
と
成
り

　
五
　
和
泉
式
部
像
想
歌
　
　
正
保
の
初
つ
か
た

　
　
　
を
の
か
身
の
己
か
心
に
叶
ぬ
お
思
は
は
も
の
を
お
も
ひ
し
り
な
ん

実
に
我
身
を
心
に
ま
か
せ
ぬ
世
の
な
ら
ひ
な
れ
ば
　
ま
し
て
人
を
う
ら

む
る
は
ひ
か
こ
と
な
り

　
六
　
隠
岐
院
御
遷
座
之
時
御
歌

浮
世
に
は
か
ゝ
れ
と
て
こ
そ
生
け
め

断
し
ら
ぬ
我
涙
哉

＊
『
土
御
門
御
集
』
に
「
う
き
世
に
は
か
か
れ
と
て
こ
そ
生
ま
れ
け
め
　
こ

と
わ
り
し
ら
ぬ
わ
が
な
み
だ
か
な
」



『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
上
）

一
二
五

　
七
　
風
雅
集
姿
言
葉

す
か
た
（
姿
）
た
か
か
ら
ん
と
す
れ
ば
心
た
ら
す
（
足
ら
ず
）
言
葉
こ
ま
や
か

な
ら
ん
と
す
れ
ば
其
さ
ま
い
や
し

　
＊
『
風
雅
集
』
序
の
中
の
文
章

　
八
　
敬
義
古
語

義
勝
欲
則
昌
　
欲
勝
義
則
亡

敬
勝
怠
則
吉
　
怠
勝
敬
則
滅

（
義
　
欲
に
勝
て
ば
す
な
わ
ち
昌
〈
さ
か
〉
え
、
欲
　
義
に
勝
て
ば
す
な
わ
ち

亡
ぶ
）

　
＊
『
六
韜
』
の
中
の
太
公
望
の
言
葉

　
九
　
不
二
古
語

愛
有
下
順
　
威
有
上
立
　
愛
故
不
二

（
愛
は
下
の
順
う
に
有
り
。
威
は
上
の
立
つ
る
に
有
り
。
愛
す
る
故
に
二
〈
ふ

た
ご
こ
ろ
〉
あ
ら
ず
）

　
＊
『
尉
繚
子
』（
う
つ
り
ょ
う
し
）
の
中
の
文
章

　
十
　
四
時
古
語

天
者
陰
陽
寒
暑
時
制
也
　
四
時
無
常
位
　
亦
有
短
長

（
天
は
陰
陽
寒
暑
時
制
也
。
四
時
に
常
の
位
な
し
。
日
に
短
長
有
り
）

　
＊
『
孫
子
』
の
中
の
文
章

一
一
　
十
三
行
　
　
正
保
の
初
つ
か
た

無
礼
・
不
忠
・
邪
欲
・
功
誇
・
大
酒
・
遊
宴
・
抜
折
羅
（
ば
さ
ら
）・
傾
城
・
双
六
・

博
奕
・
剛
縁
・
内
奏
・
不
直
（
ふ
ち
ょ
く
の
）
奉
行

　
＊
『
太
平
記
』
の
中
の
文
章

一
二
　
為
君
実
難

　
君
た
る
事
を
難
（
か
た
し
）

君
の
徳
備
て
も
君
の
政
な
け
れ
は
危
し
　
君
の
政
あ
れ
と
も
邪
臣
下
に
あ
れ
は

危
し

一
三
　
為
臣
不
易
　
　
前
後
の
二
章
遠
藤
五
郎
大
夫
筆
跡
也

　
臣
た
る
事
の
不
安

臣
の
儀
備
て
臣
の
職
を
勤
め
さ
れ
は
危
し
　
臣
の
職
を
勤
て
も
君
の
徳
傾
け
は

は
危
し

一
四
　
俟
命
不
如
療
治
　
　
承
応
（
一
六
五
二
―
五
五
）
初
の
頃
及
（
こ
ろ
お
い
）

腹
心
の
虫
を
不
治
し
て
天
命
を
待
ん
よ
り
鍼
灸
の
療
治
を
せ
よ
と
云
。
是
忠
言

也

一
五
　
殺
身
成
仁

無
求
生
以
害
仁
有
殺
身
以
為
仁

（
生
を
求
め
て
以
て
仁
を
害
す
る
こ
と
無
し
　
身
を
殺
し
て
以
て

仁
を
為
す
有
り
）

一
六
　
孟
子
之
語
大
丈
夫

　
孟
子
の
語
な
り



『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
上
）

一
二
六

富
貴
も
淫
す
る
こ
と
能
わ
ず
　
貧
賤
も
移
す
こ
と
能
わ
ず

　
＊
『
孟
子
』
中
の
文
章

一
七
　
亡
身
基

好
色
者
亡
身
基

一
八
　
不
孝
之
者
不
忠

父
母
に
不
孝
な
る
も
の
は
君
に
不
忠
節
と
候
は
ゝ
　
主
君
の
法
度
背
く
輩
は
臆

病
な
る
人
也
　
子
細
は
主
よ
り
所
領
を
被
下
渇
命
を
つ
な
き
な
が
ら
　
其
家
の

仕
置
を
背
く
は
恩
を
不
知
候
。

一
九
　
不
心
懸
之
者
　
　
承
応
初
の
頃
を
い

徳
松
様
御
館
御
作
事
書
物
之
用
可
達
と
て
江
戸
へ
下
向

之
節
書
之
　
以
上
吉
岡
道
益
筆
蹟
也

不
心
懸
の
者
は
不
案
内
也
　
不
案
内
の
者
は
不
穿
鑿
也
　
不
穿
鑿
な
る
者
必
慮

外
也

二
〇
　
忠
臣
之
法
　
　
太
平
記
評
判
序
有

凡
忠
臣
主
不
義
見
諫
諍
　
厳
顔
犯
被
討
事
不
悲

（
凡
そ
忠
臣
は
主
の
不
義
を
見
て
は
諫
め
諍
ふ
に
、
厳
顔
を
犯
し
て
討
た
れ
ん

事
を
悲
し
ま
ず
）

二
一
　
不
義
富
貴
浮
雲
　
　
魯
論
に
記

宜
哉
　
不
義
而
富
且
貴
　
於
我
如
浮
雲

（
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
於
い
て
は
浮
雲
の
如
し
）

　
＊
『
論
語
』
述
而
の
中
の
文
章

二
二
　
醍
醐
帝
政
道
寇
讎
　
　
承
応
之
初
の
比
及
（
こ
ろ
お
い
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
平
評
立
后
に
あ
り

醍
醐
帝
発
願
の
御
文
云
　
朕
有
迷
色
女
　
不
聞
其
謂
　
不
思
益
親
　
為
政
道
寇

讎
云
々

（
醍
醐
の
帝
、
発
願
の
御
文
に
云
は
く
。
朕
色
に
迷
ふ
女
有
ら
ば
そ
の
謂
ふ
こ

と
を
聞
か
ず
、益
〈
ま
す
ま
す
〉
親
し
む
こ
と
を
思
は
ず
。
政
道
の
寇
讎
た
り
。）

二
三
　
忠
者
輝
主
威
　
　
太
平
記
評
判
二
冊
目
に
有
り

忠
と
云
は
　
主
の
命
に
替
て
討
死
せ
ん
事
を
思
ひ
　
主
の
威
を
輝
さ
ん
事
を
思

ひ
て
　
身
の
為
に
せ
ざ
る
等
也

二
四
　
不
猜
臣
威
可
知
　
　
同
（
太
平
記
評
判
）

臣
下
た
が
い
に
威
を
そ
ね
ま
ず
し
て
親
き
は
和
な
り
　
少
人
数
に
て
も
和
な
れ

ば
強
し

二
五
　
訥
言
敏
行
　
　
同
（
太
平
記
評
判
）

　
　
　
言
訥
し
て
行
に
敏
は
君
子
の
法
也

二
六
　
誹
謗
之
罪
不
誅
而
後
良
音
進
　
　
龍
韜
品
三
に
有

古
人
云
。
烏
■
（
ウ
ヘ
ン
）
の
卵
も
そ
こ
な
わ
ず
　
し
か
ふ
じ
て
鳳
集
誹
謗
之

罪
も
不
誅
　
而
し
て
後
　
良
音
進



『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
上
）

一
二
七

二
七
　
城
中
造
作
　
　
万
治
三
庚
子
（
一
六
六
〇
）
十
一
月
中

次
第
不
同
　
存
出
候
時
す
き
々
々
に
可
書
覚

御
城
中
御
造
作
別
て
火
事
之
時
分
不
被
為
合

二
八
　
城
米
蔵
方
角

　
　
　
御
城
米
御
城
内
御
近
所
に
所
々
其
積
り
を
以
可
被
詰
置
義

二
九
　
守
城
古
歌

　
　
　
人
は
へ
い
人
は
石
垣
人
は
城
　
な
さ
け
は
味
方
あ
た
は
敵
也

三
〇
　
人
困
窮
起

　
　
　
人
の
こ
ん
き
う
す
る
は
身
代
な
ら
ぬ
よ
り
過
半
発
す
る
へ
き
哉
の
事

三
一
　
人
無
困
窮
本

人
の
身
代
の
な
る
様
に
せ
ん
は
　
御
仕
置
古
よ
り
日
本
の
お
こ
り
■
■

又
は
御
す
ま
い
■
も
可
在
か

三
二
　
大
国
治
様

　
　
　
大
国
を
お
さ
む
る
は
小
魚
を
に
る
こ
と
く
可
成

三
三
　
治
国
作
法

　
　
　
今
時
は
言
す
く
な
に
よ
ろ
し
き
御
作
法
を
願

三
四
　
盈
虧
十
六
夜
　
　
万
治
三
庚
子
十
一
月
中

諸
事
に
十
六
夜
の
月
の
心
可
在
哉
　
常
に
満
る
と
存
へ
し
過
た
る
を
人
知
か
た

し
と
見
え
た
り

三
五
　
本
不
窮
与
禄
招
仇

無
理
は
な
く
し
て
ぢ
ひ
在
家
に
て
も
　
身
代
い
か
ほ
ど
拝
領
し
て
も
勝
手

つ
ゞ
か
ぬ
こ
と
有
り
。

三
六
　
君
臣
譬

　
　
　
君
は
舟
臣
は
水
　
水
能
舟
を
う
か
べ
水
又
舟
を
く
つ
が
へ
す

三
七
　
欲
心
可
化
善
　
　
万
治
三
庚
子
十
一
月
中

三
八
　
道
幅
　
　
万
治
四
辛
丑
（
一
六
六
一
）
三
月
朔
日

今
ほ
と
江
戸
の
道
は
ゞ
せ
ま
く
し
て
時
に
不
合
か
　
人
多
な
る
に
よ
り
は
た
ら

き
成
か
ね
候
は
ん
か

三
九
　
人
之
頭
目
利

人
の
頭
に
な
る
は
　
人
の
め
き
ゝ
す
る
ほ
と
な
る
も
の
を
え
ら
み
な
し
た
き
こ

と
な
り

　四
〇
　
武
士
混
乱
町
人
　
　
万
治
四
辛
丑
三
月
朔
日

武
士
に
て
其
心
は
わ
き
へ
成
　
町
人
の
こ
と
く
に
な
る
も
の
多
し
　
是
は
身
代

つ
ゞ
き
か
ね
利
欲
に
か
ゝ
わ
る
故
也

四
一
　
為
御
世
十
目
所
見

御
代
よ
く
お
さ
ま
り
た
る
こ
と
は
あ
げ
て
か
ぞ
へ
ら
れ
ず
【
中
略
】
こ
の
上
に



『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
上
）

一
二
八

弥
万
々
年
お
さ
ま
ら
ん
御
代
な
れ
ば
　
悪
鋪
分
を
き
ゝ
出
し
見
出
　
其
を
し
る

し
　
を
り
に
ふ
れ
て
ひ
ゞ
か
し
も
せ
ば
御
為
た
ら
ん
や

四
二
　
悪
敷
与
頭
　
　
万
治
四
丑
三
月
朔
日
に
験
之
（
こ
れ
を
記
す
）

人
の
か
た
ぎ
　
利
欲
を
以
す
な
を
な
ら
ぬ
も
の
在
之
に
　
人
の
頭
　
或
は
ち
へ

（
知
恵
）
う
す
く
又
は
が
ま
ん
（
我
慢
）
を
た
て
　
扨
は
欲
に
ふ
け
り
　
け
い

は
く
（
軽
薄
）
す
る
く
み
の
も
の
を
よ
し
と
思

四
三
　
悪
敷
与
頭
威
勢
并
控
過
　
　
万
治
四
辛
丑
夏
の
比
（
頃
）

彼
悪
鋪
頭
の
し
か
た
　
我
は
せ
い（
勢
）を
持
た
か
り
　
又
は
御
為
を
わ
き（
脇
）

へ
な
し
身
が
ま
へ
ま
で
に
か
ゝ
わ
り
　
ち
へ
（
知
恵
）
う
と
き
人
は
　
御
老
中

へ
も
の
申
も
ひ
か
へ
過
　
く
み
中
の
く
つ
ろ
ぐ
を
御
為
と
せ
ず

四
四
　
日
本
住
居
　
　
七
月
四
日
に
書

御
住
居
の
第
一
は
軽
を
御
用
　
御
公
儀
の
御
心
楽
を
御
用
可
有
義
也
　
け
っ
こ

う
（
結
構
）
し
て
楽
に
あ
ら
ず
【
中
略
】
金
銀
を
ち
り
ば
め
て
は
悪
こ
と
あ
る

と
も
軽
に
悪
は
有
間
敷
と
愚
意
に
は
存
候

四
五
　
慈
悲
殺
生
　
殺
生
慈
悲

御
仕
置
に
よ
る
こ
と
は
勿
論
に
候
　
其
品
多
き
内
に
本
末
可
在
候
　
尤
時
に
よ

り
末
を
本
に
し
　
せ
つ
（
殺
）
生
の
ぢ
ひ
（
慈
悲
）
ぢ
ひ
の
せ
つ
生
も
可
有
候

第
一
は
人
し
ん
く
し
て
も
其
を
お
も
わ
す
　
う
と
き
人
も
礼
を
こ
の
む
様
に
し

て
　
へ
つ
ら
い
な
く
道
を
た
て
楽
様
に
す
る
は
　
す
り
き
ら
ぬ
に
し
く
は
有
間

敷
哉

四
六
　
上
方
関
東
御
城
郭
御
用
心
　
　
寛
文
元
辛
丑
（
寛
文
元
年
＝
一
六
六
一
）
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
日
に
書
也

大
坂
二
条
駿
府
此
外
御
城
に
て
も
【
中
略
】
其
所
々
に
御
仕
置
書
有
て
　
其
御

ひ
か
へ
江
戸
に
有
之
て
時
々
き
か
せ
ら
る
ゝ
様
は
い
か
ゝ
て
有
御
座
候
哉
事

四
七
　
遠
国
名
違
御
目
付
　
　
寛
文
四
甲
辰
（
一
六
六
四
）
十
一
月
五
日

奥
州
さ
つ
ま
其
外
国
の
末
に
は
御
蔵
入
少
も
在
之
て
御
代
官
被
遣
義
可
宜
御
仕

置
と
奉
存
候

四
八
　
世
間
之
目
付
令
去
困
窮
　
　
寛
文
四
甲
辰
の
年
十
一
月

天
下
は
わ
か
天
下
に
あ
ら
す
天
下
は
天
下
の
天
下
と
云
時
は
　
其
天
下
の
つ
か

さ
の
御
人
諸
人
を
御
め
ぐ
み
可
被
成
御
役
に
被
成
御
座

四
九
　
天
下
之
主
御
賞
罰

天
下
の
御
あ
る
し
と
し
て
は
賞
罰
あ
き
ら
か
に
被
遊
　
諸
人
を
御
す
く
い
可
被

成
御
役
に
候
ま
ゝ
　
昼
夜
御
心
に
か
け
さ
せ
ら
れ
へ
き
に
　
臣
下
と
し
て
其
志

う
す
く
被
請
た
る
衆
は
、
下
の
わ
か
ま
ゝ
せ
ざ
る
よ
う
に
と
計
被
存
方
も
有
と

相
聞
候

五
〇
　
治
下
先
可
治
我
身
　
　
寛
文
四
年
甲
辰
霜
月
十
二
日
の
夜

　
　
　
し
た
が
ふ
人
を
を
さ
め
ん
と
な
ら
ば
　
第
一
我
等
身
を
を
さ
む
べ
し

五
一
　
治
下
以
慈
悲

わ
れ
は
な
ら
ざ
れ
と
も
　
子
や
ひ
く
わ
ん
（
被
官
）
百
姓
等
し
た
が
ふ
と
も
が

ら
を
ろ
く
に
せ
ん
と
す
る
は
尤
也
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一
二
九

五
二
　
従
者
如
子
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
一
月
十
二
日
の
夜

家
人
も
百
姓
も
子
の
ご
と
く
に
せ
よ
と
云
は
尤
也
　
然
と
も
誠
の
子
の
ご
と
く

に
は
あ
る
べ
か
ら
ず

五
三
　
従
輩
従
天
為
預
思

人
を
つ
か
ふ
に
天
よ
り
預
た
る
よ
と
心
得
べ
し
　
わ
が
も
の
と
存
は
ひ
が
こ
と

（
僻
事
）
な
り
　
扨
善
悪
を
た
ゞ
し
善
に
を
も
む
く
様
に
ほ
め
そ
し
り
　
心
永

い
ろ
々
々
に
し
て
道
に
入
　
家
ぎ
や
う
（
業
）
を
勤
様
に
す
べ
し

五
四
　
自
下
善
悪
云
家
可
栄
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
一
月
十
二
日
夜

家
内
を
さ
む
る
こ
と
家
人
共
主
の
能
き
も
悪
き
も
可
存
に
よ
り
　
少
の
言
に
て

も
よ
き
こ
と
云
を
写
■
中
（
ア
タ
リ
）
を
と
り
て
可
行
　
下
よ
り
も
あ
し
き
こ

と
を
い
わ
せ
用
様
に
す
る
家
　
天
理
に
叶
さ
か
ゆ
べ
き
ず
い
そ
う
（
瑞
相
）
な

り

五
五
　
行
道
者
欲
心
有
間
敷

能
な
ら
ん
と
て
よ
く
す
る
は
　
道
な
が
ら
も
欲
心
よ
り
発
故
　
道
の
心
に
叶
べ

か
ら
ず

五
六
　
人
悪
敷
間
敷

た
ヾ
々
々
人
に
あ
し
く
す
ま
じ
き
と
行
義
か
ん
要
た
る
べ
し
　
随
も
の
を
罪
と

行
も
あ
し
く
す
る
に
あ
ら
ず
　
人
の
い
の
ち
を
た
ヽ
ば
別
て
能
く
し
あ
ん
あ
る

べ
き
こ
と
な
り
　
ゆ
め
々
々
自
由
す
べ
か
ら
ず

五
七
　
使
去
欲
可
導

人
欲
き
り
も
な
き
こ
と
た
る
べ
し
　
其
に
も
の
を
く
れ
隙
に
し
て
と
存
と
も
　

何
ほ
と
も
望
た
え
ざ
る
と
あ
い
み
え
候

五
八
　
減
欲
増
慈
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
一
月
十
二
日
夜

欲
を
日
に
増
へ
ら
し
　
ぢ
ひ
（
慈
悲
）
深
き
人
は
日
に
随
善
事
来
た
る
べ
き
な

り

五
九
　
去
欲
催
善
心
得
違

欲
を
去
と
い
え
ば
道
心
者
の
様
に
な
り
　
ぢ
ひ
を
す
る
と
い
え
ば
女
人
の
方
便

に
と
が
（
咎
）
人
を
も
理
な
く
ゆ
る
す
様
に
究
　
奉
公
も
わ
き
（
脇
）
え
な
り

い
せ
い
も
な
く
　
を
ぢ
け
も
な
き
様
に
成
な
り

六
〇
　
不
知
死
古
語

み
な
人
の
し
り
が
を
に
し
て
し
ら
ぬ
か
な
　
か
な
ら
す
し
ぬ
る
な
ら
い
あ
り
と

は

六
一
　
武
士
心
掛
品

武
げ
い
（
芸
）
を
け
だ
い
（
懈
怠
）
な
く
可
勤
義
也
　
先
達
者
に
成
　
息
災
に

も
成
　
力
も
出
　
家
職
を
勤
候
へ
ば
　
家
内
作
法
能
可
成
　
た
と
へ
げ
い（
芸
）

は
不
上
と
も
身
す
く
や
か
に
成
が
心
懸
成
に

六
二
　
其
家
々
之
業
作
不
可
緩
怠
　
　
辰
霜
月
二
十
三
日

其
家
々
の
行
作
を
常
に
可
勤
こ
と
な
る
に
　
武
士
の
家
に
生
な
か
ら
御
世
静
謐

故
に
常
に
武
げ
い
い
ら
さ
る
に
付
　
遊
山
ら
敷
こ
と
に
か
ゝ
り
　
其
に
て
人
の
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一
三
〇

ま
じ
わ
り
を
し
て
い
と
な
み
よ
き
と
存
も
の
多
と
い
へ
と
も

六
三
　
人
々
心
故
損
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
二
月
朔
日

人
々
心
ゆ
え
に
損
す
る
間
　
せ
め
て
不
調
法
と
存
は
せ
で
　
其
身
ひ
か
こ
と
は

な
く
ぢ
こ
く
成
と
を
も
い
　
或
は
何
の
ぎ
ん
み
（
吟
味
）
も
な
く
う
か
々
々
と

仕
も
の
も
多
と
存
候

六
四
　
昼
夜
譬
生
死
　
　
寛
文
四
甲
辰
の
年
十
二
月
二
日

月
に
死
生
有
様
に
人
一
日
に
死
生
有
と
究
候
　
先
朝
は
生
　
た
と
へ
ば
六
十
を

命
な
ら
ば
　
昼
時
は
三
十
計
の
様
に
候

六
五
　
忠
綱
宇
治
川
先
陣
之
譬
従
下
可
使
得
物
化
　
　
辰
十
二
月
八
日

足
利
又
太
郎
忠
綱
宇
治
川
先
陣
の
時
　
水
さ
か
ま
り
所
は
岩
あ
り
と
知
べ
し
　

よ
わ
き
馬
を
下
手
に
た
て
強
に
水
を
ふ
せ
が
せ
よ
　
流
武
者
に
は
弓
は
ず
を
取

せ
　
た
か
い
に
力
を
入
べ
し
と
　
た
ゞ
一
人
の
下
知
に
よ
つ
て
　
さ
ば
か
り
の

大
河
な
れ
と
も
一
騎
も
不
流

六
六
　
治
心
六
ケ
条
　
　
同
十
一
日

　
　
　
心
を
し
づ
む
る
事
肝
要
也
　
二
六
時
中
誠
を
つ
く
さ
ん
と
心
に
懸
事
肝
要
也

六
七
　
医
心
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
二
月
十
一
日

似
合
に
医
心
の
分
別
有
べ
し
　
先
朝
夕
の
食
物
等
命
つ
な
ぎ
の
心
養
の
薬
と
究

給
様
こ
な
し
様
時
に
応
　
年
に
応
　
食
物
に
よ
り
身
遣
に
付
て
も
く
れ
々
々
し

あ
ん
（
思
案
）
可
有
に

六
八
　
愛
自
己
身
　
　
同
日

た
ヾ
々
々
わ
か
身
を
大
切
に
不
便
が
り
ひ
い
き
有
べ
き
第
一
と
い
へ
と
も
　
大

か
た
は
気
つ
な
に
て
為
を
思
　
為
に
す
る
事
を
見
き
く
に
　
我
が
ひ
い
き
等
は

あ
ら
て
皆
あ
た
に
（
仇
）
成
こ
と
多
と
見
へ
た
り

六
九
　
鉄
炮
五
町
之
付
目
当
同
玉
薬
　
　
寛
文
四
甲
辰
年
十
二
月
十
五
日

つ
ね
の
通
に
小
ば
な
（
鼻
）
の
き
わ
に
を
や
ゆ
び
（
親
指
）
を
あ
て
ゝ
は
壱
丁

へ
中
（
ア
タ
ル
）　
小
は
な
の
な
か
え
あ
て
ゝ
は
二
町
ゆ
く
　
小
は
な
の
下
へ

付
て
は
三
町
へ
行

七
〇
　
鎧
小
桜
　
　
同
日

　
　
　
小
さ
く
ら
は
　
ち
い
さ
き
金
の
か
な
も
の

七
一
　
同
表
革
　
　
同
日

　
　
　
を
も
て
革
は
　
し
ゝ
の
そ
め
革

七
二
　
交
粧
　
　
同
日

き
や
う
し
や
う
（
交
粧
）
は
　
す
き
た
て
の
革
に
て
そ
で
（
袖
）
の
へ
り
（
縁
）

つ
ゝ
み
た
る
を
云
哉
ら
ん

七
三
　
綾
文
　
　
同
日

右
の
き
わ
を
白
き
赤
き
糸
に
て
水
引
の
こ
と
く
に
へ
り
を
取
た
る
を
　
り
や
う

も
ん
（
綾
文
）
と
云
と
覚
候

七
四
　
伏
縫
糸
　
　
同
日
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一
三
一

き
や
う
し
や
う
（
交
粧
）
の
き
わ
を
た
く
ぼ
く
（
啄
木
）
の
細
き
糸
に
て
二
筋

へ
り
（
縁
）
を
取
た
る
を
ふ
せ
ぬ
い
（
伏
縫
）
の
糸
と
云
か
と
覚
候

　
＊
啄
木
の
糸
は
、
啄
木
組
に
し
た
糸

七
五
　
縁
縫
糸
　
　
同
日

へ
り
を
た
く
ぼ
く
の
糸
に
て
ぬ
い
た
る
を
へ
り
ぬ
い
（
縁
縫
）
の
糸
と
申
哉
と

覚
候

七
六
　
胸
板
次
第
　
　
同
日

　
　
　
む
ね
の
上
の
板
を
む
な
い
た
（
胸
板
）　
其
次
を
一
の
板
と
名
く
る

七
七
　
間
金
物
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
二
月
十
五
日

き
や
う
し
や
う
（
交
粧
）
の
上
な
と
に
菊
か
ら
く
さ
（
唐
草
）
等
の
か
な
も
の

（
金
物
）
細
く
在
之
　
是
を
間
か
な
も
の
と
申
候

七
八
　
中
之
緒
共
七
箇
（
シ
ツ
カ
ノ
）
緒
共
云
　
　
同
日

　
　
　
袖
に
中
に
付
る
革
緒
を
中
の
緒
と
も

七
九
　
水
呑
之
緒
　
掛
緒
　
浮
緒
　
　
同
日

袖
の
環
に
付
糸
の
緒
を
水
の
み
の
緒
と
申
候
　
袖
の
後
の
か
た
の
付
糸
の
緒
を

か
け
（
掛
）
緒
と
云

八
〇
　
栴
檀
板
　
鳩
尾
板
　
　
同
日

よ
ろ
い
の
む
ね
に
た
ん
じ
や
く
（
短
冊
）
の
こ
と
く
二
つ
あ
り
　
左
を
せ
ん
だ

ん
（
栴
檀
）
の
板
と
云
　
右
を
鳩
尾
の
板
と
云

八
一
　
太
刀
討
之
板
　
障
子
之
板
　
　
同
日

袖
の
つ
け
根
に
し
や
う
じ
（
障
子
）
の
板
の
こ
と
く
に
あ
る
を
太
刀
討
の
い
た

と
云

八
二
　
可
持
第
一
第
二
　
　
辰
十
二
月
二
十
日

　
　
　
馬
第
一
物
を
ぢ
（
怖
）
せ
ざ
る
吉
　
第
二
足
強
爪
吉

八
三
　
馬
乗
第
一
　
　
同
日

　
　
　
馬
乗
第
一
か
け
手
放

八
四
　
馬
乗
習
様
　
　
同
日

馬
乗
習
様
　
頭
を
天
　
い
し
き
（
臀
）
を
地
の
ご
と
く
　
鞍
に
の
ら
ん
よ
り
馬

に
乗
　
馬
に
乗
ら
ん
よ
り
其
し
ん
に
乗
べ
し

八
五
　
馬
乗
鞍
掛
手
放
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
二
月
二
十
二
日

鞍
懸
手
放
の
け
い
こ
（
稽
古
）
の
為
　
手
綱
な
し
に
鞍
か
け
を
ひ
き
く
し
て
　

鐙
の
下
壱
寸
ほ
と
あ
け
て
台
を
し
て
　
其
に
縄
を
四
所
に
つ
け
　
其
を
引
せ
て

手
放
の
け
い
こ
す
べ
し

八
六
　
馬
乗
習
鞍
掛
稽
古
　
　
同
日

馬
の
た
か
さ
に
鞍
か
け
を
し
て
其
に
乗
せ
　
前
に
土
俵
を
よ
き
比
に
お
か
せ
　

木
馬
の
は
し
さ
き
を
土
俵
へ
あ
た
る
様
に
乗
た
を
し
　
前
へ
お
ち
さ
る
様
に
け

い
こ
（
稽
古
）
可
仕
候
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三
二

八
七
　
人
生
可
愛
人
　
　
辰
十
二
月
二
十
三
日

人
に
生
な
ば
人
を
あ
い
す
べ
き
が
本
た
る
べ
し
　
人
を
あ
し
く
せ
ば
人
外
也
　

扨
人
を
ま
か
な
い
か
ぬ
る
な
ら
ば
　
一
人
の
す
ま
い
し
て
い
ん
と
ん
（
隠
遁
）

に
し
く
は
有
ま
し
く
候

八
八
　
始
終
本
末
　
　
甲
辰
十
二
月
二
十
六
日

去
人
の
云
　
万
に
始
終
本
末
の
究
す
べ
し
【
中
略
】
加
様
に
雪
つ
も
れ
ば
火
事

有
ま
し
き
と
ゆ
た
ん
（
油
断
）
す
る
な
り
　
家
内
よ
り
火
出
時
雪
に
て
馬
通
さ

へ
不
自
由
成
に
と
申
候
事

八
九
　
擲
万
方
可
為
能
人
道
　
　
寛
文
五
年
乙
巳
正
月
二
日

　
　
　
万
方
を
す
て
ヽ
も
人
た
ら
ん
道
は
　
人
に
念
比
す
へ
き
こ
と
本
意
た
る
へ
し

九
〇
　
家
内
繁
昌
目
利
　
　
巳
正
月
九
日

家
人
お
も
ひ
つ
き
た
ら
ん
は
　
其
家
は
ん
じ
や
う
の
も
と
ひ
（
基
）
と
し
る
べ

し

九
一
　
同
　
　
同

　
　
　
お
ん
（
恩
）
を
わ
す
れ
ざ
る
人
　
は
ん
じ
や
う
の
も
と
ひ
と
し
る
べ
し

九
二
　
同
　
　
同

　
　
　
お
ご
り
の
な
き
も
の
は
　
は
ん
じ
や
う
の
も
と
ひ
と
し
る
へ
し

九
三
　
同
　
　
同

　
　
　
り
よ
く
わ
い
（
慮
外
）
に
な
き
人
は
　
は
ん
し
や
う
の
も
と
ひ
と
し
る
へ
し

九
四
　
同
　
　
同

ち
い
ん
（
知
音
）
近
付
に
至
ま
て
見
出
も
の
は
　
は
ん
じ
や
う
の
も
と
ひ
と
し

る
べ
し

九
五
　
同
　
　
同

人
の
あ
く
（
悪
）
成
を
笑
止
が
り
能
成
を
可
祝
も
の
は
　
は
ん
じ
や
う
の
も
と

ひ
と
し
る
へ
し

九
六
　
家
門
亡
目
利
　
　
寛
文
五
乙
巳
年
正
月
十
日

理
持
な
が
ら
も
人
多
こ
ろ
す
義
　
此
方
よ
り
前
方
の
し
か
た
あ
し
く
し
て
立
腹

故
に
亡
は
非
也

九
七
　
同
　
　
同

人
の
出
世
す
へ
き
を
さ
ま
た
げ
私
の
理
に
す
る
と
も
か
ら
（
輩
）　
家
を
ほ
ろ

ぼ
す
も
と
い
に
候
事

九
八
　
同
　
　
同

人
の
為
を
不
思
　
な
く
さ
み
（
慰
み
）
一
へ
ん
に
興
行
し
て
人
民
の
く
る
し
む

こ
と
を
お
も
わ
す
ん
ば
　
其
つ
い
へ
人
の
い
た
み
と
云
　
家
を
亡
す
も
と
い
に

候
事

九
九
　
城
中
鉄
炮
之
薬
過
人
用
様
　
　
同

鉄
炮
の
薬
　
城
中
と
云
と
も
　
多
置
ば
火
の
用
心
雷
火
の
究
を
し
て
念
入
可
置

こ
と
に
候
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一
三
三

一
〇
〇
　
息
災
　
　
同
十
一
日

　
　
　
第
一
の
け
い
こ
（
稽
古
）
息
災
に
成
　
義
を
可
願
事

一
〇
一
　
正
路
　
　
同

　
　
　
正
路
に
成
　
義
を
く
ふ
う
す
へ
き
事

一
〇
二
　
知
本
　
　
同

　
　
　
本
を
知
　
義
を
分
別
す
へ
き
事

一
〇
三
　
立
腹
　
　
同

　
　
　
立
腹
せ
ざ
る
様
に
し
あ
ん
（
思
案
）
可
在
事

一
〇
四
　
楽
　
　
同

　
　
　
楽
を
常
に
あ
る
様
に
可
究
事

一
〇
五
　
死
安
　
　
同

　
　
　
死
を
安
様
に
ふ
た
ん
（
普
段
）
た
し
な
む
へ
き
事

一
〇
六
　
像
想
　
　
同

　
　
　
を
も
い
や
り
を
万
方
に
可
仕
事

一
〇
七
　
盈
　
　
同

　
　
　
ふ
だ
ん
み
ち
た
る
と
可
存
　
ば
ち
あ
た
り
給
不
可
事

一
〇
八
　
武
門
之
家
業
品
々
　
　
寛
文
五
乙
巳
正
月
十
一
日

家
職
を
可
存
　
馬
　
が
ん
ち
や
う
　
ち
か
ら
　
飛
　
弓
　
鑓
　
鉄
炮
　
太
刀
　

く
み
あ
い

一
〇
九
　
兵
書
文
字
　
　
同

　
　
　
武
書
並
文
学
少
も
ま
な
ぶ
へ
き
事

一
一
〇
　
寝
時
観
念
其
日
之
罪
　
　
同

ね
る
時
其
日
の
つ
み
（
罪
）
を
心
に
て
せ
ん
ぎ
し
て
　
あ
し
く
は
ぢ
ご
く
（
地

獄
）
へ
落
　
人
の
た
め
よ
く
も
あ
し
く
も
せ
ず
は
中
た
ら
ん
　
よ
き
な
ら
ば
仏

と
し
て
可
祝

一
一
一
　
時
明
人
目
利
　
　
寛
文
五
年
乙
巳
正
月
十
二
日

け
つ
こ
う
成
御
調
可
在
御
人
の
こ
ん
き
（
根
気
）
よ
く
　
も
の
覚
よ
く
　
り
ち

ぎ
（
律
儀
）
む
よ
く
（
無
欲
）
そ
う
に
　
し
よ
う
ね
（
性
根
）
ら
し
く
か
た
（
堅
）

く
み
え
　
そ
ゝ
け
ざ
る
様
に
見
ゆ
る
御
人

一
一
二
　
人
被
愛
隣
　
　
同
十
八
日

人
の
こ
ヽ
ろ
に
か
わ
い
か
ら
る
ゝ
様
に
可
有
候
　
か
様
に
あ
ら
ば
あ
（
悪
）
し

き
も
の
に
は
お
ぢ
（
怖
）
ら
る
ゝ
心
可
有
候

一
一
三
　
人
之
去
心
苦
　
　
寛
文
五
乙
巳
年
正
月
十
九
日

人
に
心
苦
さ
す
る
は
　
わ
か
（
我
）
り
う
ん
（
利
運
）
に
て
自
由
を
し
て
心
よ

き
と
覚
　
徳
付
た
る
様
な
れ
と
も
　
徳
に
似
た
る
損
多
か
る
へ
し
　
能
々
し
あ

ん
（
思
案
）
可
在
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一
三
四

一
一
四
　
冥
加
尽
者
　
　
同
日

人
に
あ
し
く
せ
ん
も
の
は
め
う
が
（
冥
加
）
に
つ
（
尽
）
く
べ
し
　
ま
し
て
人

の
内
に
も
人
ら
し
く
な
く
と
も
　
主
君
お
や
其
外
を
ん
（
恩
）
の
う
け
た
る
方

へ
ぶ
さ
た
（
無
沙
汰
）
せ
ば
　
別
て
天
命
に
背
　
ば
つ
（
罰
）
あ
た
る
べ
し

一
一
五
　
為
人
道
　
　
寛
文
五
乙
巳
正
月
二
十
日

人
た
ら
ん
は
あ
く
ま
て
こ
う
（
孝
？
）
に
し
て
を
そ
る
ゝ
こ
と
な
く
　
ぎ
り
（
義

理
）
た
ゞ
し
く
し
て
少
も
道
の
か
け
た
る
こ
と
な
く
　
を
ん
（
恩
）
の
し
ば
ら

く
も
わ
す
れ
ず

一
一
六
　
忠
節
大
規
　
　
同
二
十
三
日

内
の
も
の
を
つ
か
ふ
に
も
ま
し
て
ほ
う
ば
い
（
傍
輩
）
を
主
の
為
に
取
た
つ
る

に
も
　
先
大
か
ね
天
下
の
為
と
存
　
い
の
ち（
命
）を
取
と
も
天
下
の
ど
く（
毒
）

に
成
天
理
に
背
候
も
の
を
死
さ
い
（
罪
）
に
可
行

一
一
七
　
人
之
目
利
　
　
寛
文
五
乙
巳
年
正
月
二
十
三
日

人
の
め
き
ゝ
（
目
利
）　
武
士
の
先
ち
そ
う
（
馳
走
）
す
べ
き
は
こ
し
ぬ
け
（
腰

抜
）
に
て
な
き
も
の
　
扨
欲
な
き
も
の
ゝ
事
　
り
ち
ぎ
（
律
儀
）
な
る
と
み
へ

ん
は
　
欲
遠
わ
た
く
し
な
き
と
も
が
ら
（
輩
）
に
候
　
か
た
（
堅
）
き
人
と
云

は
強
み
あ
る
仁
た
る
べ
し

一
一
八
　
目
付
之
役
人
　
　
寛
文
五
乙
巳
年
正
月
二
十
三
日

何
御
目
付
に
て
も
末
葉
迄
人
の
少
の
い
た
み
（
痛
み
）
に
て
も
公
義
へ
申
た
て

御
す
く
い
候
様
に
あ
る
こ
と
　
幾
人
に
か
ぎ
ら
す
日
本
国
中
の
人
い
つ
れ
に
て

も
御
め
ぐ
み
深
　
く
る
し
ま
ざ
る
様
に
と
御
願
御
目
付
申
上
候
は
ゝ

一
一
九
　
仕
政
衰
　
　
同
二
十
四
日

仕
置
等
其
外
も
を
と
ろ
へ
て
は
書
を
用
こ
と
有
と
み
へ
た
り
と
古
よ
り
申
伝
由

の
事

一
二
〇
　
忠
之
道
不
図
思
出
天
下
古
今
仕
置
　
　
同
二
十
五
日

御
為
を
存
る
が
あ
ま
り
今
朝
思
出
候
義
書
験
（
＝
記
）
候
　
人
々
深
欲
き
り
も

な
き
と
き
こ
え
候
　
又
よ
き
に
は
付
た
が
り
見
合
を
す
る
も
の
が
ち
に
候
　
其

心
に
て
は
少
も
お
ん
（
恩
）
を
覚
　
ぎ
り
（
義
理
）
の
少
も
有
も
の
珍
敷
候
　

死
す
る
を
雨
山
（
＝
天
山
　
た
い
そ
う
）
い
や
か
る
と
も
聞
え
候

一
二
一
　
察
元
朝
日
色
則
知
一
歳
吉
凶
　
　
同
二
十
五
日

巳
の
日
元
日
に
あ
れ
ば
人
さ
わ
ぎ
死
人
火
事
な
と
も
有
と
去
仁
お
し
へ
く
れ
候

処
に
　
正
月
二
日
に
松
平
越
後
守
殿
上
屋
敷
焼
失
　
風
な
し
一
軒
焼
る

一
二
二
　
一
方
善
万
方
吉
　
　
同
二
十
六
日

ひ
と
か
た
（
一
方
）
よ
け
れ
ば
万
方
へ
心
を
つ
け
ざ
れ
と
も
行
道
自
由
に
し
て

ぢ
ひ
（
慈
悲
）
に
成
　
忠
孝
に
も
可
叶

一
二
三
　
為
下
不
計
上
　
　
同
日

　
　
　
下
も
と
し
て
上
み
を
は
か
ら
ふ
こ
と
な
か
れ
と
上
古
よ
り
申
伝
候
　
誠
な
る
哉

一
二
四
　
有
数
々
思
歌

　
　
　
も
ろ
々
々
の
お
も
ひ
や
り
た
る
み
な
人
は
　
常
を
み
つ
る
と
ゆ
き
て
た
の
し
む
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一
三
五

一
二
五
　
安
死
歌

　
　
　
死
を
や
す
く
も
と
を
つ
と
め
て
行
と
き
は
　
お
と
も
か
も
な
き
こ
ゝ
ろ
成
へ
し

一
二
六
　
万
悪
　
　
五
月

　
　
　
万
の
悪
欲
よ
り
き
さ
す
べ
き
事

一
二
七
　
依
我
身
知
人
　
　
同

　
　
　
我
身
の
い
た
さ
（
痛
さ
）
を
し
り
　
人
の
い
た
さ
を
知
る
べ
き
事

一
二
八
　
情
　
　
同

　
　
　
な
さ
け
は
人
の
為
に
あ
ら
ず
候
事

一
二
九
　
情
欲
　
　
同

　
　
　
な
さ
け
わ
が
身
の
為
と
心
を
付
も
　
欲
に
成
悪
（
ア
シ
ゝ
）

一
三
〇
　
男
女
之
情
　
　
五
月

な
さ
け
と
云
に
罪
を
免
し
　
或
寵
愛
せ
ん
事
を
思
計
（
ば
か
り
）
に
女
人
躰
の

も
の
一
へ
ん
に
心
得
る
も
の
有
り
　
い
た
め
て
人
の
み
せ
し
め
に
も
し
　
善
人

を
多
し
て
　
悪
人
は
天
理
に
背
嫌
故
　
随
て
た
ゆ
る
様
に
す
る
を
も
天
地
の
掟

と
存
可
勤
事

一
三
一
　
成
仏

仏
説
に
曰
　
仏
に
な
ら
ん
事
を
お
も
は
ん
よ
り
　
先
づ
人
と
な
ら
ん
事
を
ね
が

へ
と
也

一
三
二
　
古
図
因
果
　
　
同
（
寛
文
五
年
五
月
）

古
よ
り
図
に
如
有
之
　
蝉
を
蟷
螂
と
ら
ん
と
し
　
其
を
雀
取
る
を
猟
師
射
る
を

虎
人
を
ね
ら
ふ
時
に
　
古
井
在
て
虎
も
己
と
落
　
井
も
滅
す
る
様
に
先
計
（
ば

か
り
）
見
て
我
に
た
ゝ
る
を
し
ら
ず

一
三
三
　
進
善
忠
臣
　
　
同

人
を
す
ゝ
め
善
悪
を
正
し
行
ふ
奉
行
は
　
欲
を
去
　
慈
を
思
事
を
急
　
静
に
奢

ぬ
や
う
に
勤
る
を
忠
臣
能
人
と
可
申
事

一
三
四
　
忠
臣
静
心
　
　
寛
文
五
乙
巳
年
五
月

臣
下
前
章
の
意
得
の
も
の
静
に
仕
つ
け
ば
　
自
然
之
時
も
心
不
乱
　
道
理
に
叶

可
果
候

一
三
五
　
下
不
労
劬
　
　
同

礼
義
に
随
て
は
下
人
い
た
む
を
も
乍
思
捨
べ
し
　
然
間
常
を
知
せ
苦
に
不
思
様

に
行
べ
き
事

一
三
六
　
従
者
不
異
子
　
　
閏
五
月
（
寛
文
四
年
）

我
に
随
輩
を
如
子
し
て
可
導
事

但
て
い
（
躰
）
を
見
る
に
へ
ん
ほ
う
（
返
報
？
）
成
か
ぬ
る
と
も
が
ら
（
輩
）

へ
は
　
立
腹
の
分
量
に
合
せ
あ
た
り
強
し
　
自
然
に
道
理
に
背
も
有
べ
し

一
三
七
　
為
人
本

　
　
　
　
　
　
掟
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一
三
六

人
と
な
ら
ん
事
を
可
願
　
万
に
ま
よ
ひ
あ
り
　
先
（
ま
ず
）
人
と
生
し
て
は
人

と
存
し
　
人
た
る
を
願
事
う
す
し
　
諸
事
に
其
本
正
さ
ざ
れ
ば
行
事
あ
や
う
し

一
三
八
　
為
人
道
天
人
地
　
附
数
々
之
像
想
之
歌
心
ヲ
平
直
ニ
シ
ナ
キ
ナ
ソ
ノ
歌

人
た
ら
ん
道
　
天
人
地
と
云
て
天
地
と
な
ら
べ
り
　
然
れ
共
欲
心
に
を
ふ
わ
さ

れ
人
に
て
人
に
あ
ら
ず
　
天
地
の
作
法
を
能
々
か
ん
が
へ
似
せ
候
様
に
す
る
を

本
と
云
べ
し
【
中
略
】

　
諸
々
の
お
も
ひ
や
り
た
る
み
な
人
は
　
つ
ね
に
み
ち
ん
と
ゆ
き
て
楽

一
三
九
　
務
本
家
業
易
死
歌

本
を
勤
は
人
々
家
ぎ
や
う
に
よ
り
品
に
し
た
が
い
　
或
は
其
時
に
よ
り
て
も
本

あ
る
べ
し
　
先
心
の
本
と
は
信
成
べ
き
や
　
武
げ
い
の
本
と
は
が
ん
じ
や
う

（
頑
丈
）
馬
か
【
中
略
】

　
死
を
や
す
く
本
を
つ
と
め
て
お
こ
な
ふ
は
　
お
と
も
か
も
な
き
心
成
べ
し

一
四
〇
　
因
果
両
輪

い
ん
ぐ
わ
（
因
果
）
は
車
の
両
輪
の
ご
と
し
と
云
　
つ
ら
々
々
く
わ
ん
（
観
）

じ
見
る
に
　
く
い
も
の
（
食
物
）
能
食
と
て
も
す
ぐ
れ
ば
あ
し
く
　
身
よ
わ
き

時
は
す
く
な
く
服
す
る
と
お
も
へ
と
も
悪
し
【
中
略
】
人
こ
ん
き
う
（
困
窮
）

せ
は
国
破
れ
　
お
の
づ
か
ら
く
わ
ほ
う
（
果
報
）
い
み
し
き
き
り
や
う
（
器
量
）

あ
る
か
た
え
其
国
つ
く
べ
し
【
中
略
】

　
右
重
て
披
見
候
て
悪
敷
所
度
々
可
直
者
也
　
仍
如
件

　
　
　
寛
文
四
甲
辰
十
月
朔
日

一
四
一
　
忠
道
十
七
ヶ
条

一
人
を
能
遣
事
　
一
武
芸
勤
事
　
一
子
を
能
そ
た
つ
る
事
　
一
身
持
之
事
（
長

三
言
）
一
常
に
満
る
と
思
事
　
一
火
の
本
能
仕
事
　
一
養
生
之
事
　
一
楽
む
事

一
死
を
安
す
る
義
し
は
ら
く
も
わ
す
る
ま
し
き
事

　
＊
長
三
は
長
重
の
子
の
長
三
郎
長
頼

一
四
二
　
使
人
様
十
五
ヶ
条

一
も
の
を
く
る
ゝ
事
　
一
け
い
こ
仕
習
す
る
こ
と
　
一
う
ら
み
な
き
様
に
仕
事

一
我
に
あ
し
く
あ
た
ら
ば
わ
か
身
を
か
へ
り
可
見
事
　
一
な
さ
け
お
か
く
る
事

（
長
三
言
）
一
賞
を
正
す
る
事
（
同
）
一
罰
を
正
す
る
事
（
同
）
一
じ
ひ
（
慈
悲
）

之
事
（
乙
女
言
）
一
思
遣
事
（
門
兵
衛
言
）

　
＊
乙
女
は
長
重
の
次
女
か
。
門
兵
衛
は
長
重
の
子
の
門
兵
衛
長
行

一
四
三
　
養
生
七
ヶ
条
　
　
寛
文
五
乙
巳
年

　
　
　
養
生

一
朝
お
き
の
事
　
一
房
事
　
一
楽
を
求
苦
を
し
り
候
事
（
長
三
言
）
一
ひ
る
ね

を
き
ろ
ふ
事
（
同
）
一
よ
い
（
宵
）
に
は
や
く
ね
る
事
　
一
身
を
遣
事
（
門
兵

衛
言
）

一
四
四
　
武
芸
十
二
ヶ
条

　
　
　
武
芸
次
第

一
が
ん
ち
や
う
　
一
馬
　
一
鑓
　
一
太
刀
　
一
い
や
い
（
居
合
）
一
く
み
あ
い

一
弓
　
一
鉄
炮
　
一
水
れ
ん
　
一
走
　
一
飛
　
一
力

一
四
五
　
世
間
之
人
善
悪
ヲ
思
易
様
　
　
巳
（
寛
文
五
年
）
二
月
八
日

世
間
の
て
い（
躰
）を
見
る
に
　
人
に
念
比（
ね
ん
ご
ろ
）す
る
も
偏
に
わ
か（
我
）
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一
三
七

為
計
（
ば
か
り
）
と
相
見
へ
候
　
能
々
（
よ
く
よ
く
）
見
す
か
せ
ば
わ
か
為
も

し
か
と
不
知
　
当
分
の
わ
か
為
を
存
　
天
よ
り
さ
ず
か
る
を
不
知
　
不
便
成
て

い
に
候

一
四
六
　
老
子
経
天
下
難
易
　
　
同
十
日

老
子
経
に
天
下
の
難
（
カ
タ
キ
）
事
は
必
す
作
於
易
（
易
〈
ヤ
ス
キ
〉
よ
り
お

こ
る
）　
天
下
の
大
事
は
必
作
於
細
（
細
よ
り
お
こ
る
）
と
い
へ
り

一
四
七
　
賢
愚
　
　
同
日

　
　
　
賢
は
愚
に
か
へ
る
と
云
事
有

一
四
八
　
迷
色
　
　
同
十
二
日

色
欲
の
道
い
つ
れ
も
ま
よ
ふ
と
み
へ
た
り
　
此
欲
心
万
に
通
　
悪
を
求
む
　
生

付
き
光
玉
た
り
と
云
と
も
欲
に
て
く
も
り
不
明

一
四
九
　
神
々
人
々
　
　
同
十
二
日

神
の
神
た
る
は
人
の
礼
に
依
て
也
　
人
の
人
た
る
は
神
の
加
護
に
任（
マ
カ
セ
）

た
り

一
五
〇
　
頼
天
地
　
　
同
十
三
日
（
寛
文
五
年
二
月
）

天
地
を
た
の
ま
ず
し
て
は
人
の
道
ぢ
や
う
じ
ゆ
（
成
就
）
成
べ
か
ら
ず
　
石
垣

を
高
く
し
溝
を
深
く
し
水
を
た
め
よ
う
が
い
（
要
害
）
を
よ
く
し
た
る
と
思
と

も
　
人
を
も
た
ず
は
よ
う
が
い
役
に
た
ち
が
た
し

一
五
一
　
城
ヲ
遶
攻
　
　
同
十
四
日

城
を
廻
（
マ
キ
）
責
に
食
不
足
な
ら
ば
女
を
落
す
べ
し
　
然
ば
其
女
敵
の
眼
前

に
て
こ
ろ
し
候
は
重
て
お
（
落
）
つ
間
敷
候
　
又
云
　
く
わ
い
人
（
懐
妊
）
の

女
も
あ
ら
ん
　
左
様
候
者
敵
の
子
を
う
む
べ
し
　
ゆ
だ
ん
す
ま
じ
き
事

一
五
二
　
扶
桑
国
奢
止
平
安
　
　
同
日

先
は
国
舟
の
つ
う
ろ
も
止
め
申
度
候
　
薬
の
こ
と
か
け
（
事
欠
け
）
候
義
も
有

間
敷
候
　
天
命
か
ぎ
り
不
来
は
死
べ
か
ら
す
　
薬
に
て
死
す
る
も
有
べ
し
　
其

国
々
へ
付
た
る
薬
種
に
て
つ
な
ぎ
か
ぬ
る
命
は
無
是
非
候

一
五
三
　
讒
人
乱
国
　
　
同
十
五
日

讒
臣
乱
国
　
妬
婦
破
家
と
も
云
　
叢
蘭
欲
茂
秋
風
破
之
　
王
者
欲
明
讒
臣
隠
之

と
も
い
へ
り

　
＊
『
帝
範
』
に
「
叢
蘭
欲
秀
秋
風
敗
之
　
王
者
欲
明
讒
人
蔽
之
」
と
あ
る
。

一
五
四
　
積
善
不
積
善
　
　
同
日

積
善
之
家
必
有
余
慶
　
不
善
之
家
必
有
余
殃

　
＊
『
易
経
』
の
中
の
文
章

一
五
五
　
行
善
行
悪
　
　
同
日

行
善
則
休
徴
（
ヨ
キ
シ
ル
シ
　
吉
兆
）
報
之
　
行
悪
則
咎
（
ア
シ
キ
也
　
天
の

咎
め
）
随
之

一
五
六
　
父
祖
之
善
悪
　
　
同
日

　
　
　
父
祖
の
善
悪
必
及
子
孫



『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
上
）

一
三
八

一
五
七
　
思
親
吾
子
　
　
同
十
六
日

世
間
の
て
い
を
見
る
に
　
親
我
子
此
三
人
の
為
を
思
に
子
我
親
此
順
　
乍
去
子

と
云
も
我
也
　
親
を
先
に
す
る
も
大
か
た
は
勤
に
て
心
は
末
に
成
る
て
い
多
し

一
五
八
　
冠
履
笑
顔
嘲
下
蔑
　
　
同
十
六
日

雖
冠
古
猶
居
頭
　
雖
履
新
尚
踏
地
（
冠
古
き
と
い
え
ど
も
頭
に
す
え
、
履
新
し

き
と
い
え
ど
も
な
お
地
を
踏
め
り
）　
瞋
（
イ
カ
）
れ
る
拳
し
不
当
笑
顔
（
笑

顔
に
当
た
ら
ず
）【
中
略
】
下
に
居
て
嘲
上
（
上
を
嘲
り
）
愚
に
し
て
賢
を
蔑

に
す
る
は
悪
也

一
五
九
　
女
与
下
﨟
心
　
　
同
日

　
　
　
大
方
は
女
と
下
﨟
と
は
賢
き
様
な
れ
共
　
思
慮
浅
き
者
也

一
六
〇
　
今
生
過
去
之
宿
執
　
　
同
日

　
　
　
今
生
の
災
害
は
過
去
の
宿
習
に
報
べ
し

【
以
下
、
次
号
に
続
く
】

（
主
任
公
文
書
研
究
官
）


